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1. 事業理解 – 「漁業者のいきざま」を数字に落とし込む –
(1) 漁師の１日 ⇒ １年 ⇒ 漁師歴 をふりかえる

今日の漁師の１日

１日 １年 漁師歴

今日の漁師の１日

今日の漁師の１日

今年の漁師の１年

今年の漁師の１年

今年の漁師の１年

これまでの

漁師歴

↓

漁師の

いきざま

蓄積する「漁師の生きざま」
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1. 事業理解 – 「漁業者のいきざま」を数字に落とし込む –
(2) 漁師の１日を分解する – 活動・財産・元手

＜収入＞ ＜獲得財産＞ ＜返済必要＞

＜経費＞ ＜投資財産＞ ＜返済不要＞

市場の仕切書

現金・金融機関貯金

育成中の魚・真珠

漁船・機器・設備・軽トラ

各種費用のつけ

金融機関借入

自己資金

警戒船・保証金・助成金等

水揚

生育費用

事業経費

【活動】 【財産】 【元手】

今日の漁師の１日
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1. 事業理解 – 「漁業者のいきざま」を数字に落とし込む –
(3) 「漁師のいきざま」が数字になる – 損益計算書・貸借対照表

＜売上＞ ＜獲得財産＞ ＜負債＞

＜費用＞ ＜投資財産＞ ＜純資産＞

雑収入 売掛金・未収入金 借入金

売上原価 棚卸資産
純資産

経費 固定資産

【損益計算書】 【貸借対照表/資産】 【貸借対照表/負債・資本】

売上 現金・預金 未払金
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2. 税務申告 – 「漁業者のいきざま」を丘に主張する
(1) もうかる漁業とは？

漁業者の理想 と 税務署の理想

もうかる漁業 と もうかる税務署

① 漁業者の理想

もうけの最大化 ・・・ 金庫に大量の現金 ⇒ 漁業者のうるおい

② 税務署の理想

徴収の最大化 … 漁業者のうるおい ⇒ 税務署のうるおい

。

お互いの利害が一致している (WIN-WIN)

表裏一体の関係がある 8



2. 税務申告 – 「漁業者のいきざま」を丘に主張する
(1) もうかる漁業とは？

【逆に考えると…】

税務署のうるおいをなくす ⇒ 徴収先の金庫に現金がない

↓

税務署…徴収の最小化 ＝ 漁業者…もうけの最小化

↓

税務署…もうからない税務署 ＝ 漁業者…もうからない漁業

表裏一体の関係の崩壊のシナリオ

これがあるべき姿であるか？

まずは、うるおう漁業者、うるおう浜、にぎわいの追求が必要 9



2. 税務申告 – 「漁業者のいきざま」を丘に主張する
(2) 水揚げの 漁業者 と 丘 の ぶんどり合戦

【漁業者と丘の関係の崩壊 ⇒ 水揚げの漁業者と丘のぶんどり合戦 】

もうかる漁業 と もうかる税務署

お互いの利害は一致しており、きちんと申告していれば、

わざに関係を崩壊させてこないはず。

でも、税務署がやってくること、やってきたことを聞くことがある。

（たまに、あそこはそこまでもうかっていないはずなのに…もあるはず）

＜漁業者の現場/情報優位＞ ＜丘の世界/情報不利＞

情報の非対称性

浜と沖の
一連の
動き

浜と沖の
動きの

数字・活字
コミュニケーション不足

変換の失敗
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2. 税務申告 – 「漁業者のいきざま」を丘に主張する
(2) 水揚げの 漁業者 と 丘 の 分捕り合戦

【浜と丘の動きを数字・活字に変換すること失敗事例】

① もうかっていない漁業者なのに…

→ もうかっていない結果を主張できていない

② もうかる漁業者ではあるが、事業維持費用は相当かかっているのに…

→ 事業維持するために費用がかかっている結果を主張できていない

(その中では、中小企業関連税制を活用していない）

③ もうかる漁業者ではあるし、丘に言われても仕方ないなぁ…

→ 将来的に事業維持するための、相応の事業投資を表現できていない

(それを計画的に支出して、将来利益を利益金額を最大にする戦略を

絶え間なく考え、その結果を主張できていない）
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2. 税務申告 – 「漁業者のいきざま」を丘に主張する
(3) 丘への主張の留意点…収入

＜売上＞ ＜収入金額＞

市場

外売 【留意①】

補償金

助成金他

販売(月次ベース)

【留意②】

【申告書】

収入

家事消費

雑収入

警戒船

その他

警戒船

補償金

助成金他

【取引】

水揚
販売

自家消費

12



2. 税務申告 – 「漁業者のいきざま」を丘に主張する
(3) 丘への主張の留意点…売上原価

★応用編：増肉係数・魚体季節変動・カウントによる増減・変形識別・春子と秋子★

期末養魚
魚：2年生/匹・重量・単価

魚：1年生/匹・重量・単価

魚：3年生/匹・重量・単価

魚：2年生/匹・重量・単価

期首養魚
魚：新2年生/匹・重量・単価

魚：新3年生/匹・重量・単価

仕入

(月次)

養魚・母貝・種苗

エサ

ワクチン他

売上原価
按分
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2. 税務申告 – 「漁業者のいきざま」を丘に主張する
(3) 丘への主張の留意点…経費①

…

電気・水道・携帯

飲食・交流

借入利息・消費税・事業税他

全支出をまずは全部記録として残す（通帳記録、領収書）

事業

経費

資材・石油・氷

リース・修繕

給与・応援

利用料・賦課金・保険

市場手数料

事業

経費

しけのときに分類する
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2. 税務申告 – 「漁業者のいきざま」を丘に主張する
(3) 丘への主張の留意点…経費②

【留意点】

石油

利用料

手数料

賦課金

保険 漁船・軽トラ・倉庫

①高騰の

事実を

堂々主

張！

⑤逆算さ

れる

②修繕か価値増加か？

③補助金受領と整合

人件費
給与

応援

桟橋・倉庫・上架施設

市場

漁協・無線・各種会費

重油・軽油・ガソリン

　　氷

減価償却費

リース

修繕

資材

魚網・釣具

塗料・ロープ

魚箱・梱包資材

④事実の

記録/報告
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2. 税務申告 – 「漁業者のいきざま」を丘に主張する
(3) 丘への主張の留意点…申告書の種類–結局は同じこと

① 青色申告決算書 と 白色申告決算書

白色申告決算書 ： 損益の状況

青色申告決算書 ： 損益の状況 ＋ 財産の状況

② 青色申告決算書 ＝ 白色申告決算書 ?

結局のところ、損益の状況を把握しようとすれば、財産の状況を

理解しないとできないので、青色申告決算書と労力は同じ

③ 簡便な青色申告決算書 と 白色申告決算書の問題

財産状況を示さないので、結局のところ、どんな財産があるかわからない。

補助金申請を実施する際に、情報が不足し、むしろ困ることが多い。
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3. 事業承継 - 「漁業者のいきざま」を後世に受け継ぐ
(1) 後世にどう受け継ぐか？

【重要なテーマは３つ】

① おらんなったとき、「漁業者のいきざま」をどう後世に

受け継ぎたいか？

② おるいま、「漁業者のいきざま」をどう演じているか？

③ 今日、「漁業者のいきざま」の１つでもなにか浜に残せない
か？
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3. 事業承継 - 「漁業者のいきざま」を後世に受け継ぐ
(2) 事業価値の最大化 – 今日の流れの継続が一番の財産

事業価値 ＝ 静的財産 ＋ 動的財産

相続財産 ＝ 静的財産

ここで、

静的財産 ： 一般的に財産と言われるもの

⇒ お金、土地、家、株、漁船、設備など

動的財産 ： 漁業を実施する今日の流れ・段取り

外野の多さ

漁業を実施する後世にとって、最大の財産である

19



3. 事業承継 - 「漁業者のいきざま」を後世に受け継ぐ
(3) 動きを承継する – 導師になるために

② 導師に徹すること…

【理想】

事業 ＝ 船 ＋ 自分 ⇒ 利益は当然に最大になる

【将来】

事業 ＝ 船 ＋ 自分 ⇒ 機能停止

【導師】

事業 ＝ 船 ＋ 後継者 ⇒ 継続はできる…

(外野に自分)

それが結局、「事業 ＝ 船 ＋ 自分」 ＜ 「事業 ＝ 船 ＋ 後継者」 となる。
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・本書はあくまでえひめ水産業WEBセミナーの目的で作成されたものです。

・本書を他の法人、個人に提示されることはご遠慮いただきますようお願
い致します。また、その目的を問わず無断で引用または複製することを
禁じます。

鵜 篭 会 計 事 務 所

【問い合わせ先】
公認会計士・税理士 鵜篭 貴之

090-1029-1176 / 089-989--9535
ugo@lily.ocn.ne.jp
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